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《
正
岡
子
規
（
３６
）
の
続
き
》
そ
の
２４５

子
規
と
漱
石
（
五
十
四
た
び
続
）

久
保
よ
り
江
の
夫
君
・
久
保
猪
之
吉
は
、
九
州
帝
国
大

学
医
科
大
学
の
耳
鼻
咽
喉
科
教
授
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述

し
た
。
同
医
科
大
学
は
創
設
か
ら
明
治
４４
年
（
一
九
一
一

年
）
３
月
ま
で
は
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
と
称
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

明
治
七
・
一
二
・
二
六
、
福
島
県
二
本
松
に
生
れ
、
昭
和

一
四
・
一
一
・
一
二
没
し
た
（
１
８
７
４
〜
１
９
３
９
）。

明
治
３３
年
、
東
京
帝
大
医
科
大
学
卒
。
３６
年
ド
イ
ツ
に
留

学
、
帰
朝
後
、
福
岡
医
科
大
学
教
授
と
な
っ
た
。

ゐ
の
吉
（
久
保
猪
之
吉
の
筆
名
）
は
、
高
等
学
校
時
代

か
ら
短
歌
に
興
味
を
抱
き
、
明
治
２６
年
落
合
直
文
ら
の
起

も
と
は
る

さ
い

し
た
浅
香
社
に
加
わ
り
、
の
ち
３１
年
服
部
躬
治
、
尾
上
柴

し
ゅ
う
舟
ら
と
新
派
和
歌
の
会
い
か
づ
ち
会
を
結
成
し
、ゐ
の
吉

は
最
も
熱
心
に
実
作
に
、歌
論
に
活
躍
し
た
。

し
か
し
大
学
卒
業
後
は
、
専
門
の
医
学
に
心
を
傾
け
る

よ
う
に
な
り
、
作
歌
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。

ゐ
の
吉
が
最
初
に
歌
の
師
と
し
た
落
合
直
文
は
、
明
治

の
和
歌
革
新
の
先
駆
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
多
病
で
明

治
３６
年
１２
月
１６
日
、
転
地
先
の
千
葉
県
長
者
町
で
死
去
し

た
。
享
年
４３
歳
。
臨
終
に
あ
た
り
、
夫
人
、
内
海
月
杖
、

与
謝
野
鉄
幹
、
服
部
躬
治
、
尾
上
柴
舟
、
久
保
よ
り
江
が

枕
頭
に
あ
っ
た
と
、『
日
本
近
代
文
学
大
辞
典
』（
昭
和
５９

年
１０
月
、
講
談
社
刊
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
夫

君
・
猪
之
吉
の
多
忙
に
代
り
、
よ
り
江
夫
人
が
病
床
に
侍

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

も
う
こ
の
年
に
は
結
婚
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
当
時

の
こ
と
だ
か
ら
、
女
性
の
結
婚
年
齢
は
い
ま
よ
り
ず
っ
と

早
く
、
明
治
３２
年
（
一
八
九
九
）
松
山
か
ら
上
京
し
て
府

立
第
二
高
等
女
学
校
を
卒
業
し
て
間
も
な
く
、
結
婚
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

猪
之
吉
は
大
学
卒
業
後
は
、
歌
の
道
か
ら
遠
ざ
か
っ
た

ら
し
い
が
、
次
の
歌
の
如
き
も
の
も
あ
る
。

「
老
い
た
り
と
我
を
思
ふ
や
十
年
へ
て
お
も
か
げ
う
つ

す
テ
イ
ム
ス
の
水
」「
十
年
の
昔
の
友
は
髪
お
ち
て
尊
き
学

者
の
相
を
得
た
ま
ふ
」
は
、
留
学
よ
り
１０
年
後
再
遊
の
外

国
と
旧
知
の
外
国
の
学
者
の
印
象
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
歌
は
『
現
代
日
本
文
学
全
集
第
三
十
八
篇
』

（
改
造
社
、
昭
和
４
年
９
月
刊
）
に
載
せ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
篇
は
現
代
短
歌
、
現
代
俳
句
集
で
、
猪
之
吉
は

短
歌
篇
に
、
よ
り
江
は
俳
句
篇
に
、
夫
婦
し
て
作
品
が
載

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
道
は
違
う
が
、
琴
瑟
相
和
し
て
い

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。処
生
悪
路
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ゐ
の
吉
の
外
遊
中
、
よ
り
江
は
「
瑠
璃
草
」
と
い
う
歌

集
を
編
ん
だ
こ
と
が
、
上
述
の
『
現
代
日
本
文
学
全
集
第

三
十
八
篇
』
の
斎
藤
茂
吉
述
「
明
治
大
正
短
歌
史
概
観
」

中
に
見
え
る
。
若
く
し
て
才
女
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
れ
は
余
談
で
あ
る
が
、
明
治
時
代
、
東
大
各

科
（
と
い
っ
て
も
、
法
、
文
、
医
、
工
、
理
の
５
科
だ
け

ら
し
い
）
の
対
抗
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
が
熱
狂
的
人
気
を
呼
ん

だ
ら
し
い
。
そ
れ
は
学
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
科
の
み
で
な

く
、
満
都
の
人
気
を
も
博
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
明
治
１９
年
、
東
大
を
を
打
っ
て
一
丸
と
す
る
運

動
会
が
生
れ
、
春
は
向
島
に
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
、
秋
は
本
郷

の
運
動
場
に
陸
上
競
技
が
行
わ
れ
た
。

初
め
は
法
科
が
強
く
、
医
科
は
な
か
な
か
勝
つ
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
が
、
明
治
２３
年
医
科
が
は
じ
め
て
勝
っ

た
。
翌
日
は
学
校
は
休
業
し
、
教
授
以
下
祝
賀
会
を
行

い
、
の
ち
列
を
組
ん
で
、
楽
隊
を
先
頭
に
向
島
の
艇
庫
に

い
た
り
、
更
に
祝
勝
の
宴
会
を
す
る
と
い
う
騒
ぎ
。

の
ち
に
は
医
科
は
な
か
な
か
強
く
、
三
連
勝
を
し
た
こ

こ

ぞ

と
が
あ
る
の
は
、
猪
之
吉
の
「
を
と
と
し
も
昨
年
も
今
年

も
勝
閧
の
ひ
び
き
の
な
か
に
散
る
桜
か
な
」
の
作
で
分

る
。
こ
の
歌
は
お
そ
ら
く
、
三
連
勝
の
喜
び
と
共
に
唱
和

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

子
規
と
漱
石
は
、
幼
少
か
ら
の
友
人
で
は
な
い
。
子
規

が
上
京
し
て
東
京
大
学
予
備
門
に
入
学
し
て
か
ら
で
、
二

人
で
寄
席
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
大
に
共
鳴
す
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
の
親
交
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
治
２２
年

１
月
の
こ
と
ら
し
い
。
そ
れ
か
ら
互
に
書
い
た
も
の
を
交

換
し
て
、
そ
の
文
章
や
才
に
感
じ
入
り
、
或
は
畏
友
と

し
、
或
は
千
万
人
中
の
一
人
と
す
る
な
ど
、
互
に
推
重
を

重
ね
た
。

そ
ろ
そ
ろ
漱
石
と
も
別
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
と
思
う

が
、よ
り
江
の
辞
世
の
句
を
最
後
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

別
れ
路
や
た
だ
曼
珠
沙
華
あ
る
ば
か
り

医
事
・
文
談

九
百
五
十
七

平
岸

三
八
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